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株式会社サイエンス・イノベーション

㈱サイエンス･イノベーション



昭和49年に埼玉県さいたま市に空調設備業として創業,浴槽水浄化機と

省エネ型のヒートポンプの開発し、今日では電気分解式の高性能循環ろ

過装置や排熱回収型のヒートポンプ等を お客様のニーズにお応えできる

様々の商品を市場にお届けしております。

５年前、この水処理と省エネの二つの技術を使って、最少エネルギーで

高い育成率と短期間での育成を可能にする養殖システムの開発に着手

しました。

第一回目の実証テストを新潟県の十日町市が所有する養殖場で行い、

この実験から得られた成果を基に更なる発展に向け第二回目の実験を

行ないました。

この新たな閉鎖循環型の養殖技術をＳＳＳ（冷温水循環式・閉鎖型陸上養
殖システム）と称し、SSSシステム稼働に向けて日々の技術開発に取り組ん
でいます。
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＊商 号 ：㈱サイエンス・イノベーション

（プラント販売）

＊住 所 ：埼玉県さいたま市

北区宮原町 2-15-10

＊代表者 ：代表取締役 桑原 克己

＊会社創立：平成29年5月

＊決算期 ： 6月 ＊資本金： 240万円

＊営業品目

●閉鎖型陸上養殖プラント 販売

●生鮮食品電解殺菌装置 製造・販売

●弱酸性電解美肌泉 販売

㈱サイエンス･イノベーション

＊商 号 ：サイエンス㈱

（関連会社メーカー）

＊住 所 ：

・本 社 埼玉県さいたま市

北区宮原町 2-15-10

・工 場 新潟県中魚沼郡

津南町秋成4626-1

＊代表者 ：代表取締役 桑原 崇

＊会社創立：昭和49年5月

＊決算期 ：3月 ＊資本金：4,825万円
＊営業品目

●水処理機器 循環ろ過装置の製造販売

●省エネ・環境機器 排熱回収型ヒートポンプの製造販売

●サービス事業 装置各種の保守サービス、メンテナンス
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ＳＳＳは、水処理技術と省エネ技術を駆使しての育成プラントにて、

高育成率・短期育成を目指した閉鎖循環型養殖技術です。
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項目 特徴・メリット

① 育成対象: 温水と冷水の異なった環境を好む魚種を同時育成する

② 生育期間: 水温と水質の自動制御により、高育成率、短期育成を可能とする

③ 投資効果: ①、②により通常の養殖事業より、ランニングコストを低減し、設備
投資額の短期回収を可能とする

④ 設置環境: 加水率を最小限にし、水資源が乏しい地区（都心部・山間部など）
でも展開出来る

⑤ 環境問題: 高度なろ過システムにより、排水量と汚濁負荷を最小限にし、環境
問題を解消する

⑥ 衛生管理: 育成水の殺菌対策により、病気や寄生虫のいない安心・安全な育
成を可能とする

⑦ 育成技術: 動力や水質の自動制御技術により、熟練した養殖技術が不要のた
め、新たな起業者の参入を促進できる

⑧ 産業化 : 同一敷地内で六次産業化が図れることから、地域の創生事業とし
て雇用の拡大が図れる

ＳＳＳ事業は通常の養殖事業と異なり、様々な特徴があります。
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■ エネルギーコストを削減するヒートポンプ
・ ヒートポンプは、大気中や地中の熱（heat）を熱源と

して汲み上げ（pump）冷媒を介し移動させる機器で、
エアコンや冷蔵庫等として広く普及している技術です。
この熱エネルギーを効率良く活用する技術は、産業設備
の省エネ化を促進し、CO2削減に寄与します。

■ ヒートポンプが切り開く農漁業の競争力
・ 農漁業分野では、重油・電力等のエネルギーコスト増

が競争上大きな課題となっています。従来のボイラやチ
ラーにかかるエネルギーコストを削減する「排熱回収型
ヒートポンプ」の活用に農漁業生産者の注目が集まって
います。

■ 株式会社サイエンス・イノベーションが目指す「SSS」
・ 日本のみならず世界的に必要が高まっている陸上養殖・植物工場の温度

コントロールに排熱回収型ヒートポンプを用い、エネルギー・ランニング
コストを削減し、冷温同時取り出し運転で追加エネルギーコスト無しに
育成温度帯の異なる2種以上の同時通年養殖・栽培を可能とし、生産効率
を飛躍的に高める、革命的システムです。

・ 排熱回収型ヒートポンプが、地域の省エネ・環境良化に貢献するとともに
陸地での産物食品加工が容易となることから,地域の農漁業の 6次産業化を
推進します。
SSSで生まれる「農業・漁業と工業が融合する新産業」は、地域に新た
な雇用を創出することが期待されます。

ヒートポンプの省エネ技術が創生する 新たな農業・漁業育成(アクアポ二クス）

トマト

うなぎ

ワサビ

やまめ315mm

SSS設備機器
（ろ過システム＆ヒートポンプ）
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自動制御盤

冷・温水環境での同時に行う
植物栽培・養殖（APS）システム

㈱サイエンス･イノベーション

-6-



▶うなぎ７００匹/２０㎥水槽、やまめ・岩魚５００匹/２０㎥水槽で育成を行い、
うなぎ、やまめ・岩魚の育成率は９５％以上でうなぎ２００ｇ以上、やまめは
３０㎝以上に育つ。

▶排熱回収型ヒートポンプ利用で省エネルギー（従来燃料方式）比較で１/３
同時運転比率が９０％以上となっており、良好な運転制御。稼働率は５０
％程度で能力として余力を持つ。（冷水配管及び冷水槽ろ過装置系統に
保温がわずかな為熱ロス有った状態での値）

▶植物はワサビ（冷水）、トマト・空芯菜等（温水）を実験場の２階で育成する
が、圧倒的に光量不足と養殖水の循環で養分と餌の残渣や汚れが野菜
に廻ってしまい、栽培方法含め再検討が必要。
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冷水・温水消費電力

ボイラー・チラ―の熱源機と比較してヒートポンプは1/3の費用となります
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「同時育成実証試験場
魚の排泄物・ＮＨ３が植物床のバクテリア
で硝酸塩化されて植物に吸収され、浄化
された酸素水が魚水槽へという三つ巴の
還流方式。

「水冷ＨＰチラ―」（同時運転時年間ＣＯＰ６
井水熱源で冷温水同時運転・排熱回収
「冷水（12℃）・温水（28℃）タンク
１０馬力で養殖水槽50~80Ｔｏｎ対応

冷栽培： わさび 冷水槽：やまめ・岩魚

「温水槽・冷水槽ろ過・バイオ装置

電気分解による水槽の中和化へ
も挑戦

温栽培：モロヘイヤｘ300株 温栽培：空芯菜ｘ300株
温養殖：うなぎｘ700匹
28℃年間維持で成魚化
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うなぎ池入れ やまめ・岩魚池入れ ワサビ モロヘイヤ

うなぎ育成中 やまめ・岩魚育成中 ワサビ モロヘイヤ 160㎜位

やまめ 315㎜位 岩魚試食 うなぎ 370㎜位 左鹿児島産 右サイエンス産

やまめ 270ｇ位 やまめ・岩魚試食会（7月29日） うなぎ200g位 うなぎ試食会（7月29日）
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-10-



●省エネは当初の計画通り、既存システム(ボイラー型)の１/３のエネルギーで運転できること
を確認できました。

●養殖については「うなぎ」と「やまめ」を同時に育成し、その育成率、育成期間、品質等の全
ての面で予想以上の結果を得ることが出来ました。

●第二回目の実験は、育成技術(超過密・短期育成）、水質管理(加水率１０％）を可能とする

養殖技術を確立することを目標に設定しました。

目標とする循環式養殖システムの設備構成
は以下の通りです。
① 排熱回収ヒートポンプ ・・・ 2基
② 物理ろ過器 ・・・ 2基
③ 1次濾過槽 ・・・ 6基
④ 温環境育成水槽 (30ｔﾀﾝｸ)・・・ 3基
⑤ 冷環境育成水槽（30ｔﾀﾝｸ）・・・ 3基
⑥ 運転制御盤 ・・・ 1面

この１ユニットで年に２回の育成を行い、うなぎ40,000匹と
やまめ15,000匹の生産を可能とする能力を想定しています。

㈱サイエンス･イノベーション
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第2回目の実験を長岡技術科学大学大学院と共同で開始しました。

自動計測盤 養殖水槽 12Ton水槽やまめ1,200匹 6Ton水槽うなぎ3,000匹

技科大バイオ装置 ろ過・バイオ装置 やまめ計測 うなぎ計測

㈱サイエンス･イノベーション
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実験場システムを右図に改修し
7月1日より実験を開始！！

過密度うなぎ 500匹/Ton

過密度やまめ 100匹/Ton

㈱サイエンス･イノベーション
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遠隔監視＆制御で離れた場所からでも水質管理が出来る
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28.6 41.6 7.0 6.1 0.52 0.36 0.40 1.40 0.47 0.4 1.2 705.3 161.8 159.3 1.0 4.6 188.5 284 投入数 3,600 54.9 赤字：合計　　黒字：平均

水温 補給水 補給水 ｐH 生石灰 NH4
+

NH4
+-N NH4

+-N NH4
+-N NO2

-
NO2

--N NO2
--N 測定値 NO3

-
NO3

--N NO3
--N NO3

--N 測定値 DO EC ORP 給餌

℃ m3/日 m3 ｇ mg/ℓ mg/ℓ 計器 計算値 mg/ℓ mg/ℓ 計算値 /計算値 mg/ℓ mg/ℓ 計器 計算値 /計算値 計器 計器 計器 mg/hr 時間 匹 育成数 g

9月1日 火 8:00 ☁・ 28.4 0.60 87.7 6.4 200 0.38 0.39 0.30 1.44 0.56 0.44 128% 735 167 166.0 100% 3.0 153 315 125 6.0 0 3600 2,700 pH手動7.2。生石灰100g投入2回（9：30,17：00）、逆洗1回。

9月2日 水 8:00 ☁ 28.1 0.60 88.3 6.4 100 0.47 0.50 0.37 6.56 2.05 2.00 103% 730 181 164.8 110% 3.1 159 290 125 6.0 0 3600 950 pH手動7.0。生石灰100g投入1回（17：00）、逆洗2分、2回（9：30,16：45）、マット交換。餌食い悪い

9月3日 木 8:00 ☁ 28.3 0.60 88.9 6.4 200 0.34 0.23 0.26 0.65 0.20 0.20 101% 455 101 102.7 98% 4.8 461 347 125 6.0 0 3600 1,200 pH手動7.1。生石灰100g投入2回（9:30、16：30）、逆洗30秒、3回、マット交換。餌食い悪く、夕方は中止

9月4日 金 8:40 ☁ 27.0 0.90 89.5 6.8 200 0.39 0.30 0.69 0.21 0% 493 111.2 0% 5.2 160 347 125 6.0 0 3600 2,400 生石灰100g投入2回（9:30、18：00）、逆洗1分、2回、マット交換。餌食い良好

9月5日 土 6:00 24.8 90.4 5.9 200 2.79 1.09 2.17 1.79 0.56 0.54 103% 670 148 151.3 97% 4.6 161 305 125 6.0 0 3600 3,050 pH手動7.2。生石灰100g投入2回（7:00、17：50）、逆洗2秒、1回、マット交換なし。朝は低温で餌食い悪く、夕方は良好

9月6日 日 3600

9月7日 月 8:00 28.3 0.60 91.0 6.1 250 0.26 0.26 0.02 580 141 131.0 108% 5.2 167 370 125 6.0 0 3600 2,600 pH手動6.9。生石灰投入2回（150ｇ　10：30、100g　17：15）、逆洗2分1回+30秒1回、マット交換。

9月8日 火 8:00 28.5 3.50 91.6 6.3 200 0.55 0.37 0.43 1.35 0.51 0.41 124% 605 144 136.6 105% 4.9 177 4 125 6.0 0 3600 2,300 pH手動7.1。生石灰投入2回（100ｇ　9:25、100g　17：00）、逆洗1分、2回、マット交換なし。

9月9日 水 8:00 29.2 0.60 95.1 6.4 250 0.30 0.29 0.23 0.97 0.41 0.30 139% 605 144 136.6 105% 4.6 185 278 125 6.0 0 3600 2,200
pH手動7.3。生石灰投入2回（100ｇ　10:00、150g　18：30）、逆洗1分、2回、マット交換あり。新センサー取り付け作業により夕方の餌食い悪
い

9月10日 木 9:00 ☁ 28.7 0.60 95.7 7.2 300 0.42 0.37 0.33 1.03 0.25 0.31 80% 550 127 124.2 102% 4.5 148 289 125 6.0 1 3599 1,900 pH手動7.3。生石灰投入2回（150ｇ　9:30、150g　16：45）、逆洗1分、2回、マット交換なし。朝の餌食い特に悪い。夕方の照明の影響か？

9月11日 金 8:00 ☁ 28.2 96.3 7.4 300 0.80 0.62 0.62 1.81 0.51 0.55 93% 605 138 136.6 101% 4.1 158 283 125 6.0 0 3599 2,000
pH手動7.3。生石灰投入2回（150ｇ　8:45、150g　17:00,pH7.1→7.83）、逆洗1分、2回、マット交換なし。夕方餌食い悪い。低DOかヤマメ出荷
の影響？

9月12日 土 8:00 ☀ 29.0 7.3 300 0.27 0.22 0.21 0.73 0.30 0.22 135% 555 124 125.3 99% 4.2 163 288 125 6.0 0 3599 2,400 pH手動7.3。生石灰投入2回（150ｇ　11:50、150g　16:45 ,pH7.2→8.3）、逆洗1分、2回、マット交換?。夕方餌食い悪い。

9月13日 日 3599

9月14日 月 8:00 ☀ 29.1 0.60 97.5 7.2 300 0.25 0.20 0.20 0.19 0.35 0.23 0.11 216% 615 148 149 138.9 106% 5.3 181 321 125 6.0 1 3598 2,320 pH手動7.2。生石灰投入2回（100ｇ　10:45 pH7.2→7.8、200g　17:00）、逆洗1分、2回、マット交換あり。朝、餌食い悪い。

9月15日 火 8:00 ☀ 29.1 0.60 98.1 7.3 250 0.35 0.34 0.20 0.27 1.09 0.44 0.33 133% 700 159 150 158.1 101% 4.2 181 278 125 6.0 0 3598 2,200 pH手動7.3。生石灰投入2回（100ｇ　9:20、150g　16:45）、逆洗1分、2回、マット交換なし。夕方餌食い悪い。

9月16日 水 8:00 ☀ 28.8 0.60 98.7 7.4 300 0.24 0.00 0.20 0.19 0.83 0.36 0.25 143% 775 172 164 175.0 98% 5.6 190 282 125 6.0 0 3598 2,780 pH手動7.5。生石灰投入2回（150ｇ　8:05、150g　16:20）、逆洗1分、2回、マット交換あり。夕方餌食い良好。

9月17日 木 8:00 ・ 29.4 0.60 99.3 7.3 300 0.59 0.42 0.20 0.46 1.13 0.55 0.34 160% 780 176 168 176.1 100% 4.6 198 275 125 6.0 0 3598 1,600 pH手動7.3。生石灰投入2回（150ｇ　8:15、150g　17:00）、逆洗1分、2回、マット交換なし。餌食い悪い。

9月18日 金 8:00 ☀ 29.1 2.60 99.9 7.5 300 0.40 0.35 0.27 0.31 0.72 0.36 0.22 164% 700 166 166 158.1 105% 4.1 197 290 125 3.6 1 3597 1,200 pH手動7.5。生石灰投入2回（150ｇ　10:00、150g　17:00）、逆洗1分、2回、マット交換あり。特に夕方の餌食い悪い。オゾン停止（17：00）

9月19日 土 8:00 ☁ 28.9 102.5 7.6 0 0.63 0.45 0.20 0.49 0.89 0.27 0.27 100% 575 141 156 129.8 108% 5.2 185 295 0 0.0 1 3596 1,900 pH手動7.5。生石灰投入なし、逆洗1分、2回、マット交換あり。

9月20日 日 3596

9月21日 月 8:00 ☀ 29.1 0.60 103.1 7.3 300 0.26 0.21 0.20 0.20 0.45 0.18 0.14 131% 630 151 146 142.3 106% 4.5 165 331 0 0.0 0 3596 2,750 pH手動7.3。生石灰投入2回（150ｇ　10:00、150g　16:50）、逆洗1分、2回、マット交換あり。朝方の餌食い悪い。

9月22日 火 8:00 ☀ 29.0 0.60 103.7 7.2 300 0.68 0.48 0.20 0.53 2.32 0.83 0.71 118% 760 161 152 171.6 94% 4.7 172 281 0 0.0 1 3595 2,550 pH手動7.3。生石灰投入2回（150ｇ　9:30、150g　17:00）、逆洗1分、2回、マット交換なし。夕方の餌食い悪い。

9月23日 水 9:00 ☀ 28.8 0.60 104.3 7.3 150 0.27 0.24 - 0.21 1.24 0.35 0.38 93% 810 195 - 182.9 106% 5.4 178 287 0 0.0 0 3595 530 pH手動7.4。生石灰投入1回（150g　10:00）、逆洗1分、2回、マット交換あり。センサー異常。

9月24日 木 8:00 ☁ 28.7 0.60 104.9 7.4 150 0.00 0.00 0.27 0.00 0.53 0.27 0.16 855 198 153 193.1 103% 5.5 179 318 125 6.0 0 3595 2,200 pH手動7.4。生石灰投入1回（150g　17:00）、逆洗1分、2回、マット交換なし。オゾン導入再開

9月25日 金 8:00 ・ 29.0 0.60 105.5 7.2 300 0.44 0.40 0.27 0.34 1.67 0.61 0.51 120% 935 148 160 211.1 70% 4.2 177 288 125 6.0 0 3595 1,900 pH手動7.3。生石灰投入2回（150ｇ　10:45、150g　17:00）、逆洗1分、2回、マット交換あり。夕方餌食い悪い。原因不明

9月26日 土 8:00 ☁ 106.1 7.4 300 0.56 0.43 0.27 0.44 1.58 0.38 0.48 79% 860 198 162 194.2 102% 5.0 190 300 125 6.0 0 3595 2,800 pH手動7.4。生石灰投入2回（150ｇ　9:50、150g ?）、逆洗1分、2回、マット交換 ?

9月27日 日 3595

9月28日 月 9:00 ☀ 28.6 0.60 106.4 7.2 150 0.38 0.20 0.27 0.30 0.04 0.02 0.01 142% 870 202 172 196.5 103% 4.5 202 337 125 6.0 0 3595 2,500 pH手動7.1。生石灰投入1回（150g　17:00）、逆洗1分、2回、マット交換あり。

9月29日 火 9:00 ☀ 29.2 0.60 107.0 7.0 150 0.77 0.70 0.40 0.60 1.40 0.39 0.43 92% 960 211 179 216.8 97% 4.2 198 255 125 6.0 0 3595 2,600 pH手動7.1。生石灰投入1回（150g　9:30）、マット交換?。夕方餌食い良好。DISアルカリ水注入停止、酸性水注入開始

9月30日 水 ☀ 29.1 0.00 107.6 7.1 300 0.38 0.30 0.40 0.30 3.82 1.27 1.16 109% 930 210 178 210.0 100% 4.3 215 136 125 6.0 0 3595 1,400 pH手動7.1。生石灰投入2回（150ｇ　9:30、150g 15:00）、逆洗1分、2回、マット交換あり

木 0.00 #REF!

#REF!

月日
死魚・間引数

ウナギ水槽記録

オゾン添加曜
日

時刻 天候 メモ

0.30

0.60

0.60

1.20

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

9月1日 9月2日 9月3日 9月4日 9月5日 9月6日 9月7日 9月8日 9月9日 9月10日 9月11日 9月12日 9月13日 9月14日 9月15日 9月16日 9月17日 9月18日 9月19日 9月20日 9月21日 9月22日 9月23日 9月24日 9月25日 9月26日 9月27日 9月28日 9月29日 9月30日

ｐH

NH4+

NH4+-N

NO2-

NO2--N

DO

NO3-

NO3--N

うなぎ水槽水質グラフ

左目盛

右目盛

㈱サイエンス･イノベーション
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▶超過密育成でうなぎ3,000匹水槽６㎥（500匹/㎥）、やまめ1,200匹

水槽12㎥（100匹/㎥）育成率99％以上が得られた。但し、過密の

影 響か短期間育成については増肉推移が目標速度の40％程度

の達成率。

▶ バイオ浄化は超過密育成を可能とする新型養殖システムはヒート

ポンプでの温度制御と今回実証したろ過技術により実用化に向け

大きく前進した。（ろ過装置が大きくなり小型化が必要。）

▶ プレフィルターと物理ろ過装置については今後十分な洗浄能力を
確認できた。

▶ 水質自動計測システムによる作業時間の削減と、制御盤内のレコ

ーダーに記録されたものが、管理者のPCや携帯に必要な情報と制
御ができた。

㈱サイエンス･イノベーション

-16-



魚種
現行システム（掛け流し） 今回の育成技術開発実験

育成密度 育成密度 水槽容量 育成数

匹/㎥ 匹/㎥ ㎥ 匹

うなぎ 100～150 500 6 3,000

やまめ 20～30 100 12 1,200

育成状況

うなぎ450㎜ やまめ3１0㎜

㈱サイエンス･イノベーション
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第二回目の実証実験では省エネや水質管理の各技術によって水資源

が限られている都市部でも養殖事業が可能となりました。ＳＳＳの技術

で出荷時期を調整することにより、これまで市場に対して「受け身の立

場」であった水産事業者を「売り手優位の立場」にすることの可能性も

高まりました。

高齢化により、衰退しつつある水産事業に「六次産業」という世界が生

まれることによって後継者問題への解決策となります。

温水と冷水に適した植物栽培を本事業に組合わせることで、アクアポ

ニックス技術へと発展させることが可能です。

SSSシステムのご検討宜しくお願い申し上げます。

㈱サイエンス･イノベーション
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別紙ー4、ＳＳＳビジネス概要

<本システムの概要＞

＜養殖事業計画案＞ （以下のスタディでの投資額、費用、販売額などは消費税を含まない）

設備投資 本体工事： 30ｔ円形水槽6基、HP30馬力、水浄化システム、通気装置、分析・制御装置、配管・電気工事
非常用発電機(通気用）、予備ボイラー、機器設置、遠方監視、その他機器 ＳＳＳ基準プラント合計ＳＳＳ基準プラント合計：８８百万円

養殖条件
数量

水槽総容量　     　　[m3] 200 50,150
28,000 6,000

6.0 10.0
150～250  

養殖費用

建屋借用料

年間費用合計（A）

* 原価償却却費は10年定額、金利は年利2％、毎年償却分返済した場合の10年平均値

卸採算性 販売価格：5P～７Pウナギ、
年間卸販売額ー（Ｂ）
年間販売利益（B）－（A）

＜養殖＋弁当加工事業計画案＞

内容 養殖で育成して卸すのは採算性が低いので、養殖したウナギ、ニジマス（ヤマメ、岩魚）を加工して卸、直販の事業を行う。

ウナギは全て蒲焼にして、１、４万匹は鰻焼おにぎり（２２チップ）＝３０万身で卸＋１、４万匹はうな重弁当で２、８万食直販。

ニジマス２４００匹は4身＋岩魚３６００匹は2身で西京付け（合計１、７万パック）卸販売する。

ウナギはさいて、ソフトスチームで白焼き⇒店で鰻焼きおにぎりへ、ニジマス、岩魚は西京漬けは委託工場へ。

売上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鰻９４、５百万円
育成原価 （養殖費用と同じ）
加工費 蒲焼＋焼きおにぎり。西京漬け

事務経費：
粗利益：
１次工事予算（電源、井戸、排水）
合計予算：８８百万円＋２０百万円÷２
運転資金：

 30㎥　3基

２０１８・１２・２５
(株）サイエンス・イノベーション

ＳＳＳ（冷温水循環式・閉鎖型陸上養殖システム）ビジネス概要-Ｇ

温冷水を同時に生成できるヒートポンプシステム(以下HP)と水の浄化システムを備えた冷温水循環式閉鎖型陸
上養殖システム（以下SSS)を用いた事業計画を以下に提案する。

ニジマス

SSSを用いて温水系でクロコウナギ、冷水系でニジマス、（ヤマメ、岩魚）を養殖し食材として、定食、弁当等、加工
販売する事業案を作成した。　　ウナギについてはシラスではなく、現在生育の遅れたクロコウナギを稚魚として
用い、ニジマス、（ヤマメ、岩魚）・・・を育成することを特長としている。

備考
ウナギ（クロコ） ニジマス、岩魚（ヤマメ）

ＳＳＳプラント面積は約６00m2（幅20m×奥行3０ｍ）。　上記投資額は本体工事（ＳＳＳ基準プラント）のみで土地、
建物の他、一次側電源や給水設備、排水処理設備などの付帯設備、運搬費は含まず。

備考

1、0ｋｇ前後、250ｇ

200匹×９０ｔ×２×０、８

4～5P200g、6～8P150g出荷サイズ　　　　　　[g/匹]
育成期間　　　　　　　[ヶ月]
年間出荷成魚数　　 [匹/年] （2400＋3600）

30㎥　3基

年1回とする

200坪、2000円/坪・月 2、0百万円

2,000円/匹
養殖設備本体工事
のみ　８８百万円

5、0百万円減価償却費、借入金利 本体工事のみ　８８百万円の場合
補修費・雑費 0、6百万円年２回点検、PL保険、通信費等

養殖費用
合計

2、0百万円

18、4百万円 13、9百万円

費 目

養殖後
卸売販売
する場合

養殖後
蒲焼＋焼

おにぎ
り。西京

漬け
加工して
卸し販売

１８、２百万円

年2回養殖

備 考 ウ ナ ギ

単価：鰻おにぎり卸価格１７５円／個、弁当１５００円／個。ニジマス西京漬け卸７５０円／個

2、5百万円
稚魚・餌・エネルギー 8、3百万円

2、5百万円人件費 1、５名、5０0万円　各々で折半
3、8百万円

出荷魚1匹当たり費用

単純投資
回収年収

2,500円/匹
17、5百万円

6、4百万円
25、0百万円

　　3、4百万円

平均1,250円／匹

ウナギ
＋ヤマメ

養殖設備本体工事
のみ　８８百万円

９、０年

5、0百万円
0、6百万円

３、１百万円
６、０百万円

冷水魚２１百万円

合計利益 ９、８百万円

３９、４百万円

鰻９４、５百万円

920円/匹

９、１百万円
２、０百万円
０、９百万円

設備回収：１０８百万円÷２７、８百万円 ３、９年
１５、０百万円 ５、０百万円

５４、０百万円
１０、０百万円

総原価：鰻、西京漬け（輸送費、容器含む）

５４、０百万円

５７、６百万円

２６、９万円
１０、０百万円

１０、０百万円

-
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㈱サイエンス・イノベーション

■住所 埼玉県さいたま市北区宮原町2-15-10
■TEL 048-666-7373
■FAX 048-653-0012
■HP https://science-innovation.jp

https://science-innovation.jp

